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5.　必要により、この様式にてX-Rs管理図とする。

4.　記事欄は、手直しの処理等を記入し承認印を押す。注 1.　設計値、または基準値に対する実測値で管理してもよい。

2.　本様式は該当の出来形、品質管理に使用する。

3.　許容範囲（限界）の線を朱書する。
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